                                                                         資料４  
新保険料体系…特定決済の保険料計算方法

1． スケジュールペイメント

(1) 定義

  対価確認の金額（及びその時期）に関わらず、あらかじめ定められた期日にあらかじめ定められた金額を支払う決済方法。決済金額、決済期日ともに予め確定している。

(2) 保険料計算方法

1 船前

通常案件と同様、「保険契約締結日～ＬＳ日」を保険料計算期間として計算。

2 船後

  次のいずれかの方式で計算する。

＜ＬＳ方式＞ＬＳ日以降に到来するｄｕｅのみをてん補対象とする。

  通常案件と同様の保険設計をする。すなわち、ＬＳ日前にｄｕｅが到来する金額を前受金と考え、ＬＳ日以降に到来するｄｕｅのみを船後てん補対象として保険設計。保険料計算方法は次のとおり。

· ＬＳ日以降にｄｕｅが到来する金額を保険価額、「ＬＳ日～最終ｄｕｅ」を保険料計算期間として保険料を算出（途中のｄｕｅは考慮しない。）。

· ただし、通常案件と異なり、算出された保険料を１／２とする。

＜期間ＭＳ方式＞ＬＳ日前に到来するｄｕｅもてん補対象とする。

  船積みとは全くリンクせずに代金決済されていくスケジュールペイメントの特質を反映し、船前と船後を切り離し、ＬＳ日前に到来するｄｕｅも船後てん補対象として保険設計。保険料計算方法は次のとおり。

· 現在、貿一中長期の保険料計算で使っている「期間ＭＳ日」の概念を導入。

（※）期間ＭＳ日…「ＦＳ日～ＬＳ日」の中間日（ＦＳ日は予定日を申告）

· ＬＳ日前にｄｕｅが到来する金額も保険価額に含め（※）、「期間ＭＳ日～最終ｄｕｅ」を保険料計算期間として保険料を算出（途中のｄｕｅは考慮しない。）。
（※）ＦＳ時までに受領する代金は、通常案件の前受金と同等に考えて、保険価額から控除する。

· ただし、ＬＳ方式と同様、算出された保険料を１／２とする。

（注）役務ポーションの場合は、期間ＭＳ方式で計算する。事故が発生した場合は、対価確認の金額の範囲内で、当初スケジュールに基づいててん補する。

(3) 保険申込方法

· 「決済種別」として「スケジュールペイメント」（新設）を選択。

· 「起算方式」として、

＜ＬＳ方式の場合＞「ＬＳ起算」を選択。

＜期間ＭＳ方式の場合＞「ＭＳ起算」（新設）を選択。

· 「決済予定日」として、「最終ｄｕｅ」を入力。

· 「決済元本」として、

＜ＬＳ方式の場合＞ＬＳ日以降に到来する決済元本合計額を入力。

＜期間ＭＳ方式の場合＞ＬＳ前の到来ｄｕｅも含め、前受金を除く決済元本合計額を入力。

2． マイルストーンペイメント

(1) 定義

  技術提供の主要な作業工程の各到達点、主要部分の船積日等をマイルストーンとして定め、当該各マイルストーンの到達時に予め定められた金額（契約金額の○○％を支払、等）を支払う決済方法。
  決済金額は予め確定しているが、ｄｕｅが工事の進捗によって変動する点がスケジュールペイメントと異なる。

(2) 保険料計算方法

1 機器ポーション

· 船前・船後とも、スケジュールペイメントと同様の方式で保険料を算出する。（設備財包括・技提包括とも、船後については、ＬＳ方式か期間ＭＳ方式の選択。）

· ただし、完工時一括払いのときは、算出された保険料を１／２としない。

· ＰＡＣ時、ＦＡＣ時の支払いがリテンションであることが明確な場合は、当該支払い部分は、リテンション係数を使って保険料を計算する。

＜保険申込方法＞

· 「決済種別」として、「マイルストーンペイメント」（新設）を選択。

· その他は、スケジュールペイメントの申込み方法と同じ。

（※）実際のスケジュール（マイルストーン達成ｄｕｅ）に関わりなく、一律、ＬＳ日又はＭＳ日と最終ｄｕｅの２要素だけで全体の保険料を算出する仕組みであることから、ｄｕｅが変動しても、ＬＳ日か最終ｄｕｅが変わらない限り、内変は不要。

2 役務ポーション

· 通常は、マイルストーン到達時に対価の確認が行われるので、対価確認日からのユーザンス期間（※）で保険料を計算する。

（※）厳密には、「対価確認日～請求invoice提出までの期間」を含む。「対価確認日～請求invoice提出までの期間」が契約書上明確でない場合のルールを別途定める。役務ポーションについて、以下同様。
＜保険申込方法＞

· 「決済種別」として「マイルストーンペイメント」（新設）を選択。

· 「起算方式」として、「ＥＳ起算」を選択。

· 「ユーザンス」欄にユーザンス期間を入力。

· 「決済元本」として、前受金を除く決済元本合計額を入力。

· なお、技提包括で、機器ポーションの代金と役務ポーションの代金が混合で決済され、両者の決済条件を区別できない場合は、全体を対価確認後のユーザンス期間で保険料を計算することを妨げない。

(3) 船積時決済を含むマイルストーンペイメント

  船積マイルストーンのみが船積みリンクし、その他のマイルストーンが船積みと全くリンクしないマイルストーンペイメントの場合

【例】

契約時15％、各船積時30％、貨物現地到着時15％、工事中間点30％、ＰＡＣ時5％、ＦＡＣ時5％のようなケース

船積マイルストーン部分とその他のマイルストーンを分けて計算する（同一枝で、２つのｄｕｅを入れる。）。

· 船積マイルストーン部分（上記例では、45％）
→通常案件同様、最長ユーザンス期間を保険料計算期間として計算。

· その他マイルストーン部分（上記例では、40％）
→ＬＳ方式か期間ＭＳ方式で保険料を計算。

※船前は、「保険契約締結日～ＬＳ日」で全体を一発計算。

3． プログレスペイメント

(1) 定義

  あらかじめ定められた期日に、その時点までの出来高を確定して決済する方法。決済期日は確定しているが、決済金額が確定していない点がスケジュールペイメントやマイルストーンペイメントと異なる。

  具体的には、毎月末日までに行われた船積みや工事について、例えば、翌月末日に支払う、というようなケース。（毎月、対価確認・支払いが行われるものが、「マンスリープログレスペイメント」。）

(2) 保険料計算方法

1 機器ポーション

· 船前については、通常案件と同じく、「保険契約締結日～ＬＳ日」を保険料計算期間として計算。

· 船後については、例えば、マンスリープログレスペイメントの場合、月初に船積みしたもの（ユーザンス期間（※）＋1ヶ月）と、月末に船積みしたもの（ユーザンス期間＋0日）によって、保険料計算期間は異なるが、月初に船積みしたものと月末に船積みしたものの中間をとって、「ユーザンス期間＋15日」で保険料計算期間を単純化。
  同様に、例えば、３ヶ月ごとに対価の確認を行っていくようなケースであれば、「ユーザンス期間＋45日」として保険料計算を行う。

（※）厳密には、「対価確認日（＝〆日）～請求invoice提出までの期間」を含む。

  ＜保険申込方法＞

· 「決済種別」として「プログレスペイメント」（新設）を選択。

· 「起算方式」として「ＥＳ起算」を選択。

· 「ユーザンス」欄に「ユーザンス期間＋インターバルの１／２」を入力。

2 役務ポーション

· 役務の場合は、一律、対価確認日からのユーザンス期間で保険料を計算する。

＜保険申込方法＞機器ポーションと同じ。
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